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令和６年度 第５回行政会議 会議録 

日 時 令和６年８月７日（水）午前 11時～ 

場 所 行政会議室 

出 席 者 別添「令和６年度第５回行政会議名簿」のとおり 

 

挨 拶 瀬野市長 

内 容 

昨日、市議会議員 12名から、地方自治法に基づく市議会臨時会の招集

について請求があったことを受け、臨時会を招集する。招集に伴い、６月

定例会以降に専決処分した補正予算の報告を臨時会で行う必要があるた

め、本日、行政会議を開催する。 

告示等の事務については、遺漏のないよう進めること。 

 

【８月市議会臨時会 提出予定案件】 

＜報告（専決処分）＞ 

案 件 令和６年度守口市一般会計補正予算（第３号） 

説 明 者 尾崎企画財政部長 

提出資料 有 

内 容 

旧市営桜町団地の最後の移転補償対象者である区分所有入居者か

ら、移転に応じる旨の意向が示され、交渉の過程で、令和６年９月９日まで

に移転補償費の支払を受けたいとの申出があった。これを受け、住替促進

事業の完了に向けて速やかに交渉を進めるべく、８月６日に専決。 

内容は、対象者の地上物件補償、動産移転料等に係る補償費で、歳出

予算の補正額は 2,253 万８千円。全額が一般財源で、財政調整基金から

の繰入により措置。 

本補正により、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 757億 6,770万７千円

とする。 

 

案 件 令和６年度守口市下水道事業会計補正予算（第２号） 

説 明 者 宇都宮環境下水道部長 

提出資料 有 

内 容 

本町松下線築造工事（その１）において、シールドマシン通過路線の一

部となった守口 66 号線の土質改良を行うもの。昨年９月以降に発生した４

回の陥没は、シールドマシンの曲線部通過時の余掘りが原因として、即時

復旧を行ってきた。しかし、７月 10 日に発生した５回目の陥没は、直線部

であったため、７月 12 日に緊急で路面下空洞調査を実施した結果、空洞

の可能性が５か所発見された。原因は、シールド工事で生じた振動等の影

響と推察され、路線全体の路床部の地盤改良等、安全性を向上させる工

事が必要であることから、８月６日に専決。 
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内容は、資本的支出の建設改良費で、管渠整備費の工事請負費 2,704

万８千円を増額するもの。本補正により、資本的支出の総額は 37億 6,665

万１千円とする。 

 

【その他】 

そ の 他 ― 

説 明 者 瀬野市長 

提出資料 無 

内 容 

夏季休暇の計画的な取得に向け、マネジメントをよろしく。 

近年、急に激しい降雨に見舞われることがある。速やかに情報共有を行

い、適切に対応できるよう、改めて心がけること。 

 


